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『中学校学習指導要領』（平成 29 年）では、「生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し

ながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、

特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること」と示されました。 

キャリア教育の課題として、これまでの調査結果から以下の点が挙げられています。 

・取組の目標や方法、育てたい力などについて、教員間や校務分掌間での共通理解を図ること 

・キャリア教育を実践するための体制や方法に関する具体的な計画の不足 

また、『いわて特別支援教育推進プラン（2019―2023）』では、就学から卒業までの一貫した支援の充

実のためには、各校種において卒業後の進路や 

就労を見据えることができること、卒業後を 

見据えた指導・支援を積み重ねること、その 

取組を引き継ぐことなども必要であると述べ 

られています。障がいのある生徒については、 

一人一人の子供の障がいの状態や発達の段階 

に応じた指導が求められており、キャリア教 

育においても、個々の生徒のキャリア発達に 

応じた具体的な目標や支援の手立てを考える 

必要があります。 

それらのことから、年間を通して育てたい 

力を教員間で共通理解し、発達段階に応じた 

目標や支援を踏まえた具体的な計画を立てる 

ことが必要であり、その上で主体的に自己の 

在り方生き方を考える力を育み、自立と社会 

参加に必要な資質・能力の育成につなげるこ 

とが重要であると考えます。 

そこで本研究では、中学校知的障がい特別 

支援学級での取組を例にキャリア教育の充実 

に向け、手立てを右図の２点にして、研究を 

進めました。 

 

 

「授業実践資料」第４部 授業づくりの流れに沿って授業実践を行いました。ここでは、目指す生徒の姿 

へ向けて行った学習と支援のポイントについて、参考にした授業実践資料と共に紹介します。 

【単元名】自分を見つめ、将来の生き方と進路について考えよう。（中学校第１学年 特別活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

  

 

   

  

             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て１では、キャリア教育の年間指導計画を特別支援学級の年間指導計画に盛り込み、キャリア教育

の視点から育てたい力を整理することができました。手立て２では、授業実践資料を作成し、その資料を

基に生徒のキャリア発達段階を把握し単元の構成を考え、授業実践を行いました。また、授業実践資料の

「教育的対応の基本」や「合理的配慮を含む必要な支援」を基に支援のポイントを考えました。生徒の変

容やアンケート結果から、授業を振り返り、改善しながら授業を進めたことで主体的に自己の在り方生き

方を考える生徒の姿を見取ることができたと考えます。これらのことから、本研究で行った二つの手立て

は、特別支援学級におけるキャリア教育の充実に資するものになりました。 

課題として、生徒のどのような姿がキャリアの発達を裏付けるものであるかの具体的な指標が不足して

いました。また、今後の課題として、各教科で育てたい力を明確にし、それらを系統立てて指導していく

必要があることを挙げます。それにより、中学校特別支援学級におけるキャリア教育の更なる推進につな

がると考えます。 

Ⅱ 授業実践 

本研究の報告書は、下記の岩手県立総合教育センターの Web ページに掲載しております。 

【岩手県立総合教育センター】 

http://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/210sien.html 

  

Ⅰ 研究構想 

 

     キャリア教育の年間指導計画を特別支援学級の 

年間指導計画に盛り込む 
手立て１ 

授業実践資料の作成 手立て２ 

 
実態把握と個別のキャリア教育目標の設定 

授業づくり 

特別支援学級におけるキャリア教育の課題 

・卒業後を見据えた指導・支援を積み重ねること 

・取組や目標の教員間での共通理解 

・キャリア教育の年間指導計画を踏まえた具体的な計画の不足 

授業実践 

＜目指す姿＞ 

将来の自立と社会参加に向けて 

主体的に自己に在り方生き方を考える生徒 

中学校特別支援学級におけるキャリア教育の充実 

【研究構想図】 

① 困難の状態 ② 指導上の工夫の意図 ③ 手立て 

相手の気持ちを察したり 

理解することが苦手な 

生徒には、 

他者の心情が理解 

しやすいように、 

役割を交代して相手の気持ちを考えたり、 

理解しやすい場面に置き換えることや、 

イラスト等を活用して視覚的に表したり 

する指導を取り入れる。 

話を最後まで聞いて 

答えることが苦手な 

生徒には、 

発言するタイミングが 

理解できるように、 

事前に発言や質問する際のタイミングなど

について具体的に伝えるなど、 

コミュニケーションの図り方についての 

指導をする。 

 「中学校学習指導要領解説 特別活動編」より 

Ⅲ 研究のまとめ 

支援のポイントを考える 

時 本時の学習目標 

１ 自分を見つめ、自分を知ろう。 

２ 自分を見つめ、自分を知ろう。（交流学級） 

３ 中学校卒業後の進路について学ぼう。 

４ 卒業後の進路へ向けて、知りたいことを考え

よう。 

上級学校の見学 

５ 上級学校の見学で聞いてきたことをまとめ

よう。 

６ 将来の進路を考え、そのために今できること

を考えてみよう。（交流学級） 

 

学習の過程で考えられる 

① 困難の状態を具体化する。 

② 指導上の工夫の意図を考える。 

③ 手立てを考える。 

【授業実践資料 授業づくりの流れ p.11】 

【授業実践資料 教育的対応の基本】 

単元を構想する 

 

 

 

 

 

「個別のキャリア教育年間指導計画」

から単元の構成を考えました。 

 

【合理的配慮を含む必要な支援】 

支援のポイントを考える際の流れに 

ついても説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践資料を参考に、支援のポイ

ントを考えました。事前に行った生徒

の実態把握を基に対象生徒に必要な支

援のポイントを考え、指導案に組み込

みました。 

実践を進めていく中で、考えていた

支援の手立てが実態と合わない場面が

出てきました。別の手立てを考え授業

に臨むことができ、生徒が活動に最後

まで取り組むことにつながりました。  

実践から、支援の手立てを振り返り、

改善しながら進めることを授業実践資

料に追記しました。 

mailto:sien-r@center.iwate-ed.jp


 

 

特別支援学級で行われている学習にキャリア教育の年間指導計画を盛り込むために、特別支援学級の年間指導 

計画に育てたい力の欄を設けました。そのために、キャリア教育の年間指導計画では以下のように、基礎的・汎 

用的能力の四つの能力を用いて、育てたい力を記載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

キャリア教育で育成したい 

基礎的・汎用的能力 

人 人間関係形成・社会形成能力 

自 自己理解・自己管理能力 

課 課題対応能力 

キ キャリアプランニング能力 

 

手立て１ キャリア教育年間指導計画を特別支援学級の年間指導計画に盛り込む 手立て２ 授業実践資料の作成 

【特別支援学級 年間指導計画（例）】 

【キャリア教育 年間指導計画（例）】 

教科 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８，９月 １０月 ３月

特

別

活

動

総

合

的

な

学

習

の

時

間

道

徳

学

校

行

事

各

教

科

中学校１年生の見通し

を持とう

いろいろな職業

働く理由

地域に生きる

体育祭に向けて 文化祭に向けて

自分を見つめてみよう

【国語】新しい視点で

大根は大きな根？

ちょっと立ち止まって

【国語】情報社会を生きる

情報を集めよう

情報を読み取ろう

情報を引用しよう
【理科】私たちとつながる

科学

「ある中学生の一日を見

てみると」

【英語】OurProject1

あなたの知らない私

【音楽】深めよう！音楽

曲の構成

入学式

対面式

体育祭

文化祭

卒業式

キャリア・パスポートの活用（日常の教育活動と関連付けて）

校外学習中総体

防災復興学習

生徒会役員改選

3.11集会

地区新人大会

期末テストに向けて

学ぶ理由

中学校生活の

見通しを持とう

人とつながろう

将来の生き方について考

えよう

この1年を振り返ろう

【社会】 地理的分野

世界の諸地域

［地域から世界を考え

よう］

国境を越えて移動する

人々

【社会】 地理的分野

世界の諸地域

［学習のまとめと表現］

カレーからみた食文化

【理科】単元１

いろいろな生物とその共通

点 fromJapan世界に

つながる科学「動物園から

世界が見えてくる」

【理科】単元２

身のまわりの物質

fromJapan世界につな

がる科学「薬は結晶が

命！」

【英語】Steps1

英語でやりとりしよう

①

【英語】Steps2

英語でやりとりしよう

②

【英語】Steps3

英語でやりとりしよう

③

【

音

楽

【技術】生活や社会と生物

育成の技術

【体育】

運動やスポーツの多様性

トマトとメロン

（個性の伸長）

震災を乗り越えて

ー復活した郷土芸能ー

（郷土の伝統と文化の尊

重）

オリエンテーション
自治活動

体育祭

キャリア学習

高校について学ぶ会

キャリア学習

校外学習
防災復興学習

郷土を知る神楽

自治活動

文化祭
防災復興学習

小中連携○○会

地区中文祭

課 キ

課

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

自

自

自

自

課

課

課

課

課

課 課

課

課

課

キ

キ

キ

キ
キ

キ

キ

 

各教科等    月 ４ ５ ６ ７ ３ 

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導 

生活単元学習 

・中学校生活に慣れよ

う 

・花を育てよう 

・体育祭に向けて 

・体育祭を振り返って 

・稲の栽培 

・花を育てよう 

・植物栽培サニー 

レタスと花を 

育てよう 

・校外学習に向けて 

・校外学習を振り返っ

て 

・部活の先輩に感謝を伝

えよう 

 

作業学習 

・発泡スチロール作品

の作り方を知ろう 

・みんなの名札を作ろう ・名札を完成させ 

プレゼントし 

よう 

・カリグラフィーで感謝

を伝えるメッセージボ

ードを完成させよう 

教
科
別
の
指
導 

国語 
・朝のリレー 

・国語辞典の使い方 

・野原はうたう 

・漢字に親しもう 

・シンシュン 

・ダイコンは大きな 

根？ 

・ちょっと立ち止ま 

って 

・読書を楽しむ 

・少年の日の思い出 

・さくらのはなびら 

社会 
・地理的分野 

・世界の地域構成 

・日本の地域構成 

・歴史的分野 

・歴史のとらえ方 

・身近な地域の歴史 

・原始・古代の日本 

と世界 

 

・原始・古代の日本と

世界 

 

・近世の日本と世界 

・天下統一への歩み 

数学 
・整数、正負の数 

・分数、少数 

・加法、減法 

・時刻と時間 

・乗法 

・重さの単位 

・除法 

・金銭処理 

・一年間のまとめ 

特別の教科道徳 
・サッカーの漫画を描

きたい 

・「愛情貯金」を 

はじめませんか 

・トマトとメロン 

・ばあば 

・富士山から変えてい

く 

・いつわりのバイオリン 

総合的な学習の時間 
・オリエンテーション ・自治活動 

・体育祭 

・キャリア学習 

・高校について学ぶ会 

・キャリア学習 

・校外学習 

・防災復興学習 

特別活動 

・中学校１年生の 

見通しをもとう 

・体育祭に向けて 

・中学校生活の 

見通しをもとう 

・期末テストに向けて 

・いろいろな職業 

・働く理由 

・地域に生きる ・この一年を振り返ろう 

自立活動 
・中学校生活に慣れよ

う 

・制服をたたもう ・自分新聞を作ろう ・挨拶マスターに 

なろう 

・一年間の振り返りをし

よう 

育てたい力 

特別活動 

人間関係・社会形成

能力 

人との関わり 

場に応じた言動 

 

総合的な学習の時

間 

キャリアプランニ

ング能力 

生きがい・やりがい 

体育祭（総合） 

人  

集団参加 

協力・共同 

自己理解・自己管理

能力 

自己理解 

 

特別活動 

課題対応能力 

目標設定、 

振り返り 

肯定的な自己評価 

キ 

習慣形成 

特別活動  

課  

目標設定振り返り 

肯定的な自己評価 

キ 

情報の収集と活用 

選択（決定・責任） 

高校について学ぶ

会   

キ 

情報の収集と活用 

働くことの意義 

夢や希望 

道徳 人 

他者理解 

校外学習（総合） 

人 

人との関わり、集団

参加、意思表現 

感謝、あいさつ 

課  

目標設定振り返り 

肯定的な自己評価 

キ 

情報の収集と活用 

働くことの意義 

夢や希望 

特別活動 

人 

人との関わり 

3.11集会（総合） 

課  

選択（決定・責任） 

 

特別活動 

課  

目標設定 

振り返り 

肯定的な自己評価 

 

総合的な学習の時間 

課  

選択（決定・責任） 

 

＜特別支援学級の年間指導計画

に「育てたい力」の欄を設定＞ 

①キャリア教育年間指導計画か

ら、行事や単元等で育てたい

基礎的・汎用的能力を記載し

ました。 

②「特別支援学級におけるキャ

リア発達段階評価票」（右図）

から、育てたい力を抽出しま

した。 

特別支援学級で行われている

学習と、キャリア教育との関連

を見ることができ、特別支援学

級として生徒に育てたい力を明

確にすることができます。 

 

 

《目 次》 

第１部 特別支援教育への理解と知的障がいへの基本的な対応 

第２部 キャリア教育の年間指導計画を踏まえた特別支援学級の 

年間指導計画の作成 

第３部 実態把握と個別のキャリア教育目標の設定の流れ 

第４部 授業づくりの流れ 

資料１ 「特別支援学級におけるキャリア発達段階評価票」 

資料２ 特別支援学級年間指導計画（例） 

知的障がい特別支援学級におけるキャリア教育に関して、生徒の実態把握

や、具体的な目標と育てたい力の決定、キャリア発達に応じた指導内容を選

定する際に活用するための授業実践資料を作成しました。 

 

日野文貴ら 宮﨑大学教育学部紀要（2016）「発達段階に応じた体系的なキャリア教育の試行」 

日野文貴ら 宮﨑大学教育学部附属教育協働開発センター（2018）「特別支援学級におけるキャ

リア発達段階評価票の改訂」より 

教科 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８，９月 １０月 ３月

特

別

活

動

総

合

的

な

学

習

の

時

間

道

徳

学

校

行

事

各

教

科

中学校１年生の見通し

を持とう

いろいろな職業

働く理由

地域に生きる

体育祭に向けて 文化祭に向けて

自分を見つめてみよう

【国語】新しい視点で

大根は大きな根？

ちょっと立ち止まって

【国語】情報社会を生きる

情報を集めよう

情報を読み取ろう

情報を引用しよう
【理科】私たちとつながる

科学

「ある中学生の一日を見

てみると」

【英語】OurProject1

あなたの知らない私

【音楽】深めよう！音楽

曲の構成

入学式

対面式

体育祭

文化祭

卒業式

キャリア・パスポートの活用（日常の教育活動と関連付けて）

校外学習中総体

防災復興学習

生徒会役員改選

3.11集会

地区新人大会

期末テストに向けて

学ぶ理由

中学校生活の

見通しを持とう

人とつながろう

将来の生き方について考

えよう

この1年を振り返ろう

【社会】 地理的分野

世界の諸地域

［地域から世界を考え

よう］

国境を越えて移動する

人々

【社会】 地理的分野

世界の諸地域

［学習のまとめと表現］

カレーからみた食文化

【理科】単元１

いろいろな生物とその共通

点 fromJapan世界に

つながる科学「動物園から

世界が見えてくる」

【理科】単元２

身のまわりの物質

fromJapan世界につな

がる科学「薬は結晶が

命！」

【英語】Steps1

英語でやりとりしよう

①

【英語】Steps2

英語でやりとりしよう

②

【英語】Steps3

英語でやりとりしよう

③

【

音

楽

【技術】生活や社会と生物

育成の技術

【体育】

運動やスポーツの多様性

トマトとメロン

（個性の伸長）

震災を乗り越えて

ー復活した郷土芸能ー

（郷土の伝統と文化の尊

重）

オリエンテーション
自治活動

体育祭

キャリア学習

高校について学ぶ会

キャリア学習

校外学習
防災復興学習

郷土を知る神楽

自治活動

文化祭
防災復興学習

小中連携○○会

地区中文祭

課 キ

課

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

自

自

自

自

課

課

課

課

課

課 課

課

課

課

キ

キ

キ

キ
キ

キ

キ

＜キャリア教育の年間指導計

画に育てたい力を表記＞ 

キャリア教育の年間指導計

画では、行事や単元等で生徒に

育てたい力を、基礎的・汎用的

能力の四つの能力と対応させ

ました。 

領域
領域にかかわる

スキル

人とのかかわり

（反応）

人とのかかわり

（反応）

人とのかかわり

（他者のよさ）
他者理解

集団参加 協力・共同

意思表現 意思表現

あいさつ、

清潔、

身だしなみ

場に応じた言動

人とのかかわり

(自分の良さ)
自己理解

ストレス

マネジメント

ストレス

マネジメント

目標設定 目標設定

選択
選択

（決定・責任）

ふりかえり
肯定的な

自己理解

活動を振り返り、新しい目

標を設定できる

２択より選ぶことができる 選択肢より選ぶことができる

やらなければならないこと

を理解し、取り組むことが

できる

選択したことを最後まで責

任を持ってやり遂げる

自分の将来について考える

（主体的）

保護者と話し合って進路を

選択できる

教師と一緒に簡単な自己評価をすること

ができる

自分の活動をふりかえり、目標に対する

自己評価をすることができる

「できた」「まあまあ」

「もう少し」などの自己評

価を客観的にできる

自己評価をもとに、次にど

うすればよいかを考えるこ

とができる

活動の場面での振り返りと

それを次に生かすことがで

きる

課

題

対

応

能

力

仕事をするうえ

での様々な課題

を発見･分析し、

適切な計画を立

ててその課題を

処理し、解決す

ることができる

力

目標を教師と一緒に決めることができる
自分で達成可能で身近な目標を立てるこ

とができる

目標に向け、取組方法が分

かる
目標に向けた取組ができる

自

己

理

解

・

自

己

管

理

能

力

自分が「できる

こと」「意義を

感じること」

「したいこと」

について、社会

と相互関係を保

ちつつ、今後の

自分の可能性を

含めた肯定的な

理解に基づき主

体的に行動する

と同時に自らの

意思や感情を律

し、かつ、今後

の成長のために

進んで学ぼうと

する

自分の名前、住所、所有物が分かる 自分の好きなことや嫌いなことがわかる 自分のできることが分かる 自分の長所が分かる

困難さを取り除くために、

できないときに助けを求め

たり、要求したりすること

ができる

困難さを取り除くために、

自分の感情を伝えたり、説

明したりできる

「おわりました」「できま

した」等の報告ができる

相手の意見を聞いて、自分

の意見を言うことができる

集団の中で意見を聞いて、

自分の意見を言うことがで

きる

自分の性格、趣味、適性、

短所などが分かる

自分の生い立ちをふりかえ

る、知る

他の個性を知る（自分と友

達の違い）

ストレスに気づく ストレス対処法を知る ストレス対処法を活用する

相手の気持ちを考えて行動することができ

る

相手の顔を見たり、身体接

触をして受け入れたりしな

がら、集団の中で過ごすこ

とができる

相手の真似をしたり、手

伝ってもらったりしながら

友達と一緒に活動できる

相手のアドバイスを聞いた

り、自分の考えを提案した

りしながら、周囲の人とか

かわって活動できる

友達と協力して活動できる

集団の一員としての役割を

理解し、協力して活動でき

る

集団の中で意見を聞いて、

自分の意見を言うことがで

きる

人

間

関

係

形

成

・

社

会

形

成

能

力

多様な他者の考

えや立場を理解

し、相手の意見

を聴いて自分の

考えを正確に伝

えることができ

るとともに、自

分の置かれてる

状況を受けと

め、役割を果た

しつつ他者と協

力･協働して社会

に参加し、今後

の社会を積極的

に形成すること

ができる

名前を呼んでいる人の方を見たり、体を

動かしたりして反応する
名前を呼ばれて返事をすることができる

言葉かけや呼名で大きくはっきり返事をす

ることができる

指示を受けたときに適切な返事をすること

ができる

相手を見たり、身体接触を

したり、真似をしたりしな

がら、相手を意識すること

ができる

相手を誘ったり、遊ぶ約束

をしたりして、他者とかか

わろうとすることができる

他者のよいところに気づく

ことができる
相手の気持ちを考えることができる

教師や保護者等と一緒にあ

いさつをしたり、身だしな

みを整えたりできる

教師や保護者等から促され

たとおりにあいさつをした

り、身だしなみを整えたり

できる

時間帯に応じたあいさつを

したり、自分から身だしな

みを整えたりできる

自分で判断し、場に応じた

挨拶や身だしなみができる

様々な場面で、自分で判断

し、場に応じた挨拶や身だ

しなみができる

様々な場面で、目的に応じ

た行動ができる

「はい」「いいえ」「でき

る」「できない」「分か

る」「分からない」等の自

分の意思表示ができる

小学校 中学校

キャリア発達の段階 職業及び生活にかかわる基礎的なスキル獲得の時期 職業及び生活にかかわる基礎的な能力を土台に、それらを統合して働くことに応用する能力獲得の時期

職業的(進路)発達に

かかわる諸能力
育てたい力

段階

育てたい力

段階

1 2 1 2 3

【特別支援学級におけるキャリア発達段階評価票】 
（一部抜粋） 

「特別支援学級におけるキャリア発達段階評

価票」とは･･･ 

・知的障がい特別支援学級在籍児童生徒の、キャ

リア発達段階を把握することがきます。 

・学年や年齢にとらわれずにキャリア発達を捉える

ことができます。 

・キャリア発達を促す手立てを考えることへつなが

ります。 

・キャリア発達の変化を捉えることができます。 

 特別支援学級の年間指導計画に盛り込む 

≪第３部 実態把握と個別のキャリア教育目標の設定の流れについて≫  

１ 生徒の実態把握 

 「特別支援学級におけるキャリア発達段階評価票」を用いて、 

生徒のキャリア発達がどの段階にあるか把握しました。 

 

２ 具体的な目標と育てたい力の設定 

  把握した実態と特別支援学級の年間指導計画を基に、「個別

のキャリア教育年間指導計画」を作成しました。 

 ①個別の育てたい力の決定 

  単元で重点的に育てたい力を◎、育てることが可能な力を○

としました。 

 ②指導の工夫例を作成 

  重点的に育てたい力を育むために、指導の工夫例を記載しま

した。 

人

と

の

か

か

わ

り

(

反

応

)

他

者

理

解

協

力

・

共

同

意

思

表

現

場

に

応

じ

た

言

動

自

己

理

解

ス

ト

レ

ス

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

目

標

設

定

選

択

(

決

定

・

責

任

)

肯

定

的

な

自

己

理

解

情

報

の

収

集

と

活

用

社

会

の

決

ま

り

金

銭

の

管

理

働

く

こ

と

の

意

義

習

慣

形

成

夢

や

希

望

生

き

が

い

・

や

り

が

い

進

路

計

画

４月

特別活動

中学校１年生の見通しを持とう

自立活動

中学校生活に慣れよう

◎
中学校生活の一日の流れを確認し、自分の

役割などの確認を行う。教師と一緒に身近

な目標を設定し振り返る機会を設ける。

（目標設定）

５月

生活単元学習

体育祭に向けて

体育祭を振り返って

◎ ○ ○ ○

体育祭で行う競技や係の役割などを確認し、自分の行動

をイメージできるようにする。（協力・共同）

振り返りでは自己肯定感につながるような振り返り行う

とともに、次の体験学習で頑張る課題や、来年の体育祭

での自分の姿を想像できるように行う。（肯定的な自己

理解）

６月

特別活動

いろいろな職業

自立活動

自分新聞を作ろう

◎ ○
自分について新聞にまとめることで、自己

を見つめ、それを用いて教師や級友と交流

が持てるように活用する。（自己理解）

７月

総合　校外学習

生活単元学習

校外学習に向けて

校外学習を振り返って

◎ ○ ○ ○ ◎

校外学習へ向けて、班での係のなかでの自分の役

割の理解と協力の仕方を練習する。（他者理解・

協力・共同）

頑張りたいことの個人目標を設定し、振り返る。

（目標設定）

８・９月

特別活動

自分を見つめてみよう

将来の自分について考えよ

う

◎ ◎

自分の好きなことや性格、行動面について考え、他者の

考えを聞くことを通して自分について考えることができ

るよう行う。（自己理解）

進路について学ぶことを通して、将来の生き方について

考え、それにむけて今頑張ることを考えることができる

よう行う。（進路計画）

３月
自立活動

１年間の振り返りをしよう
◎ ◎

自分の行動やそのときの気持ちを振り返る

ことで、自己理解を深めることにつなげた

い。（意思表現・自己理解）

指導の工夫例時期 教科等

人間関係形成・
社会形成能力
自己理解・

自己管理能力
課題対応能力 キャリアプランニング能力

【個別のキャリア教育年間指導計画（例）】（一部抜粋） 

 

単元で重点的に育てたい力…◎  育てることが可能な力…○ 

詳細につきましては、「授業実践資料」第２部 pp.6-7をご覧下さい。 

詳細につきましては、「授業実践資料」第３部 pp.8-9を 

ご覧下さい。 

 


